













　短大・大学 1 年生が抱いている「英語を使用する理想自己（‘Ideal L2 self’）」がどのようなも
のであるかを分析すること、‘Ideal L2 self’が曖昧である学生に対し、‘Ideal L2 self’を意識で
きるようなアプローチを授業内外に取り入れる方策を提案することが、この研究報告の目的であ
る。そのために短大 1 年生と外国語学部英米学科 1 年生計105名を対象に自由記述式回答を含む
































人材として育つことを手助けすることが本学教員の使命であり課題である｡ 本研究の 1 つ目の













　‘Ideal L2 self’とは Dӧrnyei（2009）によると L2 セルフシステム（L2 Motivational self 
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system）の義務自己（Ought-to L2 self）、学習経験（L2 Learning Experience） 3 つ要素の 1
つであり、以下のように定義されている。
‘Ideal L2 self’, which is the L2-specific facet of one’s ‘ideal self’: if the person we would like 
to become speaks an L2, the ‘Ideal L2 self’ is a powerful motivator to learn the L2 because 
of the desire to reduce the discrepancy between our actual and ideal selves. Traditional 
integrative and internalized instrumental motives would typically belong to this component. 
つまり‘Ideal L2 self’とは、目標言語を使用した理想の自分のイメージのことを指し、現実
の自分と目標言語を使用している理想の自分の差を埋めようとするため、第二言語を学習する
強い動機づけになるとされている。さらに、Dӧrnyei, Henry, and Muir（2016）によると
‘Ideal L2 self’が確立している学生は、“vivid mental image of experience of successfully 









　次に鈴木 et al.（2011）の教育大学の 1 年生と 2 年生約600人を対象にした英語学習に対する




　さらに、Takahashi（2013）の “‘Ideal L2 self’and university English learners”という研
究では、質問紙を用いた前述の 2 つの研究とは違い、 2 年生から 4 年生の英語専攻ではない大
学生 6 人に対し、‘Ideal L2 self’に関するインタビューが個別に行われた。その結果、









米語専攻の 1 年生の「英語を使用する理想自己（‘Ideal L2 self’）」を質問紙と記述回答から明
らかにする。
4 ．研究の方法
4 . １ 　調査対象者
　調査対象者は、短大英米語学科 1 年 4 クラス（中位クラス 2 、下位クラス 1 、教職課程 1 ）、
および外国語学部英米学科 1 年 1 クラス（上位クラス）の計105名である。調査対象学生の入
学時の TOEFL ITP スコア平均は400点である。対象学生の海外経験は105名のうち 6 割の学
生が海外へ行ったことがあるが、 1 名の学生を除き、 1 週間以内の旅行あるいは、 3 週間以内
のホームステイ等の短期間の海外経験である。
4 . ２ 　質問紙調査
　学生の‘Ideal L2 self’の実態を把握するデータを得るために、英語学習や留学、将来の仕
事に対する態度や期待値に関する意識を問う12項目の質問と自由記述 3 項目を含む計15項目か
らなる質問紙調査を作成し、 6 月下旬に授業中に実施した。質問項目のカテゴリーを表 1 に示
す。12項目の質問は、「 5 そう思う」「 4 少しそう思う」「 3 どちらでもない」「 2 あまりそう思
わない」「 1 そう思わない」の 5 件法で回答を得た。質問項目は Al-Shehri（2009）の‘Ideal 
L2 self’に関する質問項目“I like to think of myself as someone who will be able to speak 





































５ . １ 　学習意欲及び動機づけ





道具的動機付けに関する質問Q 3 「英語を使う仕事に就きたい」4.50、Q 9 「海外で留学した
い」も4.51も高いことから、仕事や留学という目標を持ち、英語学習に取り組んでいることが
わかる。しかし、学習意欲、統合的態度、道具的動機付け、留学願望が高いにも関わらず、




短大・大学 1 年生の「英語を使用する理想自己（‘Ideal L2 self ’）」についての調査
表 ２ 　基本統計量
質問項目 人数 平均 標準偏差
Q 1 　英語を勉強することが楽しい 105 4.22 0.80
Q 2 　ネイティブの先生の授業は楽しい 105 4.00 1.14
Q 3 　英語を使う仕事に就きたい 105 4.50 0.83
Q 4 　外国の人と英語が流暢に話せるようになりたい 105 4.91 0.31
Q 5 　英語で SNS のやりとりができるようになりたい 105 4.51 0.94
Q 6 　授業以外で外国人と話す機会がある 105 2.67 1.34
Q 8 　学内の留学生と積極的に交流している 105 1.71 0.92
Q 9 　海外で留学をしてみたい 105 4.51 0.92
５ . ２ 　下位尺度間の相関
　全質問項目間の相関係数を基に以下の 4 つの下位尺度を算出した。 4 つの下位尺度と質問項
目を下記にそれぞれの合成変数の平均と標準偏差と相関関係を表 3 に示す。
①英語好意性　　Q 1 「英語を勉強することが楽しい」、Q 2 「ネイティブの先生の授業は楽
しい」
②学習目的意識　Q 4 「外国の人と英語が流暢に話せるようになりたい」、Q 5 「英語で SNS
のやりとりができるようになりたい」
③交流行動力　　Q 6 「授業以外で外国人と話す機会がある」、Q 8 「学内の留学生と積極的
に交流している」
④理想自己　　　Q 3 「英語を使う仕事に就きたい」、Q 9 「海外で留学をしてみたい」
表 ３ 　下位尺度得点間の相関関係
平均 標準偏差 N ①英語好意性 ②学習目的意識 ③交流行動力 ④理想自己
①英語好意性 4.11 0.83 105 ― 0.102 0.109 0.468**
②学習目的意識 4.71 0.52 105 　 ― 0.073 0.223*
③交流行動力 2.19 0.94 105 　 　 ― 0.001
④理想自己 4.51 0.75 105 　 　 　 ―










５ . ３ 　記述回答の結果
５ . ３ . １ 　「英語だけを身につけても社会では意味がない」に対する記述回答
　Q11「英語だけを身につけても社会では意味がない」に「そう思う」「少しそう思う」と回
答した理由を具体的に記入してください。という問いに対する回答では68の回答（65％）が得
















年生では CBI（Content-based Instruction）で英語必修授業が行われているが、language より
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５ . ３ . ２ 　「英語で何をしたいのですか？自由に書いて下さい」に対する記述回答
　Q13「英語で何をしたいのですか？自由に書いて下さい」に対する質問には105の回答が得

















































短大・大学 1 年生の「英語を使用する理想自己（‘Ideal L2 self ’）」についての調査
6 ．提言

















6 . ２ 　授業内外のタスク
　Takahashi（2013）の研究によると、学生が‘Ideal L2 self’を持つために教員が行うべき




になると考えられる。定型会話の練習や準備したものを話す prepared speech のみを行うので

























　本学の学生は 2 年生で長期留学の選考が始まり、短大生は 2 年生で編入や就職が目の前にせ
まってくる。 3 年生になるとインターンシップや業界説明会などに参加し、就職のことについ
て考え、より鮮明な‘Ideal L2 self’が芽生えてくることが予想される。しかし、鈴木 et al.
（2001）の研究では学年が進むと「理想自己のイメージが持ちにくくなっている」という結果
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